
庁
一

阿蘇中央火I｣丘群北西部において完新I!tに活動

した火山のスコリアを採取し斑晶メルト包,荷物を

分析した結果，阿蘇火山における今までの報告航

よりもI笥いs含有量をもつマグマが見つかっ

た．また石雄ガラスとメル1､包有物，斑晶鉱物

組成の比較から浅部マグマ溜まりへの尚Sマグマ

の供給がボリ唆された．
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1.はじめに

マグマに含まれる揮発性成分(Ih0､CO2.S.Ci)

はl賢火の原勤力となるため．その戯を正確に見積

もることは重要である．マグマ中の揮発性成分は

そのほとんどがI噴火によって火山ガスとして放出

されてしまうが，斑晶に捕独されたメルト包有物

(Meltinclusion:Ml)を分析することで見積もるこ

とができる.Mlはマグマ中で斑品が成長する|際，

斑晶中に周囲のメルトが捕准されたもので，当時

の揮発性成分を保持していることが期待されるI'l

Mlは地殻中におけるマグマ進化の段階的な情報

を持っているため，地殻におけるマグマプロセス

について重要な情報を与えてくれる．また結晶分

化やマグマ混合といった複雑な地殻プロセスを経

験した試料においてもより初生的なメルトの情報

を引き出すことができるという利点がある[2][3]、

これまで多くの火山でメルト包有物を利用してマ

グマの上昇や脱ガス．混合といったマグマプロセ

スの詳細が明らかにされてきたMmt6im

阿蘇火山においてカルデラ形成後に活動した玄

武岩質～玄武岩質安山岩マグマには共通して周縁

部または内部の汚濁帯をもつ斜長石斑晶.'Y'-斜輝

石の反応縁をもった斜方輝石斑晶といった非平衡

な斑晶の存在が認められ[8]，マグマ混合の-r能性

が示I唆される[9][10]従ってMlに注目すること

で，混合したそれぞれのマグマに由来する斑晶を

区別することができるはずである．そこで玄武岩

質マグマ中の各斑晶を浅部由来と深部由来に区別

し，それぞれのマグマ溜りの情報を得る上|的で．

全岩および斑晶鉱物.Mlの化学組成（主成分元

素.mo,ci.s)を測定した．
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メルト包有物からみた

阿蘇火山における

玄武岩質マグマの

揮発‘性成分含有量
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